· 外国人集住都市会議
· 平成13年に、ニューカマー（1980年代以降に入国した南米中心とする外国人住民が）が多数居住する都市の行政意図地域の国際交流協会等をもって設立されたもので、この集住都市会議に参加しているのはオブサーバー都市！）を含む25都市で、その中でも、東海地方からは19都市が参加している。（愛知県6都市、岐阜県3都市、静岡県6都市、三重県4都市）。それらのいずれの都市も、ブラジルが登録者国籍の第１位である。

法務省HP、

http://nels.nii.ac.jp/els/110006631155.pdf?id=ART0008643960&type=pdf&lang=jp&host=cinii&order_no=&ppv_type=0&lang_sw=&no=1221651853&cp=
· なぜ東海地方に日系ブラジル人多いの？

･　外国人研修生。技能実習生が非常に多い点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　→岐阜県は外国人研修・技能実習生が１万人近くいて、全国でもっとも多いため。なかでも９割が中国出身。

· なぜ日系ブラジル人が増加したのか？

大きな要因にひとつが････

· 入国法管理法の改正（1990年）

→この法律ができるまでの少しだけ･･背景と経緯を??
[背景&経緯]
1980年代後半に訪れた転機の経済的な背景により、80年代後半から90年代初めにいたるバブル経済期の日本は、急激な経済成長のもとで労働力不足の問題があった。その中でも製造業における非熟練労働の不足は深刻であった。３Kすなわち「きつい、汚い、危険」と呼ばれる単純肉体労働である上に、低賃金である労働は、日本人の若年労働者が回避するとういう大きな傾向があったためであるという。そして、国際的に高い円の価値は外国人労働者にとっても、魅力で価値のあるものであった。このような単純肉体労働は「不法就労者」としての就労状態を余儀なくされたという。このような経緯に基づいて日本政府は「出入国管理及び難民認定法」の改正により、単純労働の就労から外国人を排除する政策を維持・強化しつつ、一方で、日系２世､３世やその家族の就労を合法化した。日系の２世には「日本人の配偶者等」という在留資格が与えられ、その配偶者や子（日系３世）など日系２世の家族には「定住者」という在留資格が与えられることとなった。非日系外国人でであっても、配偶者が日系人であれば、定住者の資格が与えられる。「日本人の配偶者等」や「定住者」には、日本国内での居住と、単純労働も含めたあらゆる職種への就労制限なく許可されたのである。この法律以降、日系３世の入国が急増したのである。
http://nels.nii.ac.jp/els/110006238942.pdf?id=ART0008259014&type=pdf&lang=jp&host=cinii&order_no=&ppv_type=0&lang_sw=&no=1221654649&cp=

